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SUMA UNIVERSAL BEACH PROJECT

NPO法人須磨ユニバーサルビーチプロジェクト

須磨UBP活動報告書

2022年度

あなたのまちにもユニバーサルビーチを



SUMA UNIVERSAL BEACH PROJECT2022年の主な活動内容

●3カ年の事業計画を策定し、10月懇親会で発表

●海水浴場開設

●きょうだいプロジェクト9団体の発足

●日本財団×出張ユニバーサルビーチ

●前開ファームプロジェクト（現Minato Farm）の開始



須磨ユニバーサルビーチプロジェクト活動実績　 2022
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【実績】
・福岡・高知・米子・淡路島
・長崎・陸前髙田・福島・仙台
・徳島・熊本・鹿児島
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SUMA UNIVERSAL BEACH PROJECT
SUMA
UBP 須磨海岸でのユニバーサルビーチ 2022

2022年は海水浴場は再開したが、積極的な告知はできず、運営。
利用人数は回復したが、コロナ前ほどには戻らず。2023年以降に期待。

任意のアンケートに基づいて集計した組数・人数
●2017年　131組（人数は聴取せず）
●2018年：136組、328名　＊須磨海岸全体の来場者は45万人
●2019年：128組、428名　＊須磨海岸全体の来場者は24万人
●2020年：コロナにより中止
●2021年：34組、92名　＊一般に海開きせず、
　　　　　　　　　　　　地元住民の遊び場として営業
●2022年：71組、205名　

参考
神戸市の人数：153.7万 (2015年)
障がいのある人の割合：約７.４％(2018年)



SUMA UNIVERSAL BEACH PROJECT須磨UBP2021年までの目標と達成状況

今後の展開（活動開始時に立てた中長期的な活動プラン）
2017年夏から2020年夏までのシーズンごとにプロジェクトを展開します。

【2017年夏】　　1stステージ　“車いすで須磨ビーチを楽しむ ”
　　・5月28日のビーチフェスタにて発表
　　・キュレーションサイトを設置、情報発信
　　・ビーチマットを導入し車いすでもビーチを楽しむための環境整備
　　・海の家への啓発活動。ハード面ではなくソフト面で取り組みを広めていく。

【2018年夏～2019年夏】　　2ndステージ　“車いすで須磨ビーチ周辺を楽しむ ”
　　・駅周辺、駐車場からビーチへの動線整備（細かい段差、凸凹の道を改善）
　　・車いす動線のマップ（案内板）の制作、掲出
　　・ユニバーサルデザインビーチとして PR,プロモーション活動（情報発信）
　　・“須磨から全国へ ”を合言葉に「出張ビーチマット」を継続し全国のビーチをユニバーサルビーチにする。（ 2018年8月追記）

【2020年夏】　　3rdステージ　”車いすで電車に乗って須磨ビーチへ！ “
　　・須磨駅南口にエレベーターの設置に向けた意思決定
　　・ユニバーサルデザインビーチとして PR,プロモーション活動（情報発信）
　　・須磨ビーチでブルーフラッグ認証を取得（ 2018年8月追記）
　　・全国10エリア（北海道、東北、北陸、関東甲信越、東海、近畿、中国、四国、九州、沖縄）でビーチマット導入。（ 2018年8月追記）

【2021年以降の須磨UBP】 
・コロナ対策を講じてのユニバーサルビーチ　⇒出張ビーチマットで全国への普及を加速化  
・オンライン企画の実施　⇒持続可能な企画開発を  
・2021年以降のプロジェクト理念、戦略の策定　⇒次のステップに向け Whyの整理を行う。
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須磨ユニバーサルビーチプロジェクト
ミッション・アクション・ビジョン　 2022年策定版

ビジョン
（未来）

「BE POSITIVE,PLAY LIFE,  BE KOBE.」
１．できないをできた！に変える（諦めない） 2．弱みを強みに変える（逆転の発想）

3．“みんな”でつくるユニバーサルビーチ（多様性）
4．できることは自分でやる。できないことはやろうとする。（権利と責任）

５．人にも、地球にも、自分にもやさしく。

「みんなのできないをできた！に変える 」
チャレンジは自信を生み、その自信が次のチャレンジを生む。

だからこそ、みんなのチャレンジを応援したい。

ミッション
（理念）

「大きな世界は小さなチャレンジからはじまる 」
チャレンジは小さな成功体験を生む。小さな成功体験は自己肯定感を生む。

自己肯定感を積み重ねることで、今より幸福度が上がる。幸福度の高い日常の積み重ねで「成功
だけが幸福になれる唯一の方法ではない」ことを知り、前向きな世の中をつくる。

アクション
（行動指針）

SUMA UNIVERSAL BEACH PROJECT



SUMA UNIVERSAL BEACH PROJECT
SUMA
UBP 須磨UBP活動MAP（2017-2022）

出張したビーチは２4道府県、30ビーチに。
全国の半数を突破。

今まで訪れたビーチは、七重浜（北海道）、 高田松原海水
浴場（岩手）、深沼海水浴場（宮城）、多賀城（宮城）、北泉
海水浴場（福島）、由比ガ浜（神奈川）、 茅ヶ崎（神奈川）、 
三浦半島（神奈川）、
大洗（茨木）、 館山（千葉）、 船橋（千葉）、 伊豆下田（静
岡）、白須賀海岸（静岡）、柏崎番神（新潟）、 若狭和田
ビーチ（福井）、 南知多（愛知）、 磯ノ浦（和歌山）、 潮芦屋
ビーチ（兵庫）、新舞子（兵庫）、 アジュール舞子（兵庫）、 
淡路島岩屋ビーチ（兵庫）、皆生温泉海遊ビーチ（鳥取）、
渋川海岸（岡山）、 北の脇（徳島）、小松海岸（徳島）、 吉野
川（徳島）、 夜須（高知）、 百道浜（福岡）、壱岐（長崎）、田
ノ浦海岸（大分）。

ビーチ以外の活用では、
 余市町（北海道）、鶴岡市（山形）、 富士見（長野）、 鈴鹿
（三重）、 貝塚脇浜戎（大阪）、六甲山（兵庫）、 神河町（兵
庫）。



みんなの『できない』 を『できた！』に変える。

SUMA UNIVERSAL BEACH PROJECT
OUR SLOGAN:

私たち須磨ユニバーサルビーチプロジェクトは、「障害を持っている方やお年寄り、小さなお子さ

んをお持ちの親御さんなど、みんなが気軽に安心して海水浴を楽しんでもらえるユニバーサル

デザインのビーチにしよう」という2017年に神戸・須磨海岸で発足したプロジェクトです。現在で

は「ビーチ」という場所を超え、たくさんの人たちのアイディアを重ねながら、障害者も健常者も

関係なく、性別も年齢も超えて楽しめる場所と自分らしくあるための「挑戦」の場の機会を提供し

続けています。

2021年を迎えた今、時代は大きく変わりました。当たり前が当たり前でなくなった今、私たちは

より自分たちで考え、行動していくことが求められています。どんな小さなことでもいい。一人一

人が「やりたい」と思えることを、お互いが応援しながら挑戦し続けられる環境と、より良い世の

中を目指して頑張れる場所へ。

一人一人の挑戦を、「できた！」に変えて行きます。

IAUD国際ユニバーサル
デザイン賞 2019金賞受賞

みんなの『できない』 を『できた！』に変える。

 

平成30年
ユニバーサル社会づくりひょ

うご推進会議会長賞



SUMA UNIVERSAL BEACH PROJECT私たちの活動

みんなの『できない』 を『できた！』に変える。OUR SLOGAN

BEACH
ACTIVITY

■ビーチのユニバーサル化を目指した活動
・車椅子でもビーチに行けるマットの導入
・水陸両用車椅子の導入
・障がい者対応施設の管理 (神戸市委託による)
※“出張ビーチマット”導入数：日本最多の18都道府県20ビーチを突破

■ 地元の農と漁に触れる体験
・丹波篠山での枝豆収穫体験
・須磨浦水産との地引網体験

農業・漁業体験 コロナ禍での取り組み環境への取り組みアウトドア体験

■ 自然と共にすごす体験
・須磨離宮公園での体験
・六甲山でのキャンプ体験

■ ビーチクリーン活動
・全国のビーチとクリーン活動
・マイクロプラスチックを集める
　ビーチクリーン活動

■ 繋がりを絶やさない活動
・GPSラン・アート体験
・バーチャル空間を用いて交流会

ビーチのユニバーサル化を目指した活動の他、地域や企業を巻き込み「楽しみながら挑戦する場」を提供



SUMA UNIVERSAL BEACH PROJECT賛助会員様との取り組み実績

六甲バター (QBB) 様

企業様とのコラボで様々な「できた！」を提供。

賛助会員様の協力を得ながら、障害者・健常者がともに楽しめるイベントを企画しております。

・六甲山牧場で障がいのある方でも楽しめる
乳しぼり・乗馬体験イベントの開催 

・オープン延期になった新工場でオンライン工
場見学を開催

ネスレ日本  様

■ 食にまつわる様々なチャレンジ

・須磨海岸で海の中のゴミを障がいのある方
が拾う海中清掃イベントを開催

・マイクロプラスチックでつくるキーホルダー作
成イベントの開催

■環境破壊に対するチャレンジ

monoAI 様

・外出が難しい状況下、全国のビーチの皆さ
んとオンラインを通じた交流＆作戦会議

・自身のアバター作成、バーチャル空間でのコ
ミュニケーション

■場所を超えたチャレンジ

QBB 様

※上記は法人賛助企業様との活動の一部です。



SUMA UNIVERSAL BEACH PROJECT
SUMA
UBP これまでのメディア実績   ※一部抜粋

令和3年度より教育出版中学社会公民の教科
書に掲載

日本政府観光局のオリパラサイトTOKYO 
AND BEYOND 2020 に掲載
https://www.japan.travel/tokyo-and-beyond-
2020/en/sports-and-activities-in-japan/destin
ations-with-accessible-sports/

国土交通省観光庁持続可能な観光の先行事
例として掲載
https://www.mlit.go.jp/kankocho/topics08_00
0181.html

読売新聞に掲載

神戸新聞に掲載

MBSちちんぷいぷいにて放送

サンテレビ兵庫シーライブにて放送

NHK知っとお？兵庫にて放送

読売テレビかんさい情報ネットtenにて放送

NHKバリバラ 夏SP にて放送、企画協力

日本テレビ newszeroにて放送

中学社会公民の教科書
政府オリパラサイトBEYOND2020

国土交通省先進事例
神戸新聞

MBS ちちんぷいぷい

NHK 知っとぉ兵庫

読売新聞

読売テレビかんさい情報ネットten

サンテレビ兵庫シーライブ

NHK バリバラ 日テレ newszero

https://www.japan.travel/tokyo-and-beyond-2020/en/sports-and-activities-in-japan/destinations-with-accessible-sports/
https://www.japan.travel/tokyo-and-beyond-2020/en/sports-and-activities-in-japan/destinations-with-accessible-sports/
https://www.japan.travel/tokyo-and-beyond-2020/en/sports-and-activities-in-japan/destinations-with-accessible-sports/
https://www.mlit.go.jp/kankocho/topics08_000181.html
https://www.mlit.go.jp/kankocho/topics08_000181.html

